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平成１６年度科学研究費補助金交付申請書 

                                                                       平成１６年 ８月１０日

所属研究機関の本部の

所 在 地 及 び 名 称

〒１１３－８６５４ 

 東京都文京区本郷７－３－１  東京大学 

所属研究機関の長 総 長  佐 々 木   毅       職印

所属研究機関･部局･職  東京大学・素粒子物理国際研究センター・教授 

ふ  り  が  な 

氏       名
 もり としのり 

 森 俊則  印 

文 部 科 学 大 臣  殿    

  

 次のとおり研究を実施したいので、科学研究費補助金（  特定領域研究(２)  ）の交付を申請します。

 

研究課題名 ミュー粒子稀崩壊探索実験MEGで迫る超対称性大統一理論 

直接経費 間接経費 直接経費及び間接経費の合計 

千円 

83,900 

千円

0 

千円 

83,900 

 

物 品 費 旅  費 謝 金 等 そ の 他 

 

 

補 助 金 額 

 

（交付予定額） 
 

直接経費の 

費目別内訳 
千円

66,900 

千円

14,800 

千円 

1,200 

千円

1,000 

氏   名 所属研究機関・部局・職 

            本年度の研究実施計画に対する  

役割分担等 

              分担事項等を記入すること｡ 

直接経費 

 

（千円） 

森 

 

 

 

 

 

春山 

 

 

俊則  

真木 晶弘  

富義  

 

佐伯 学行  

 

 

 

寺沢 和洋  

 

 

 

｛山下 了  

 

東京大学・素粒子物理国際研究セン

ター・教授 

 

高エネルギー加速器研究機構・素粒

子原子核研究所・教授 

 

 

高エネルギー加速器研究機構・素粒

子原子核研究所・教授 

 

 

高エネルギー加速器研究機構・加速

器研究施設・助手 

 

 

早稲田大学・理工学総合研究センタ

ー・講師 

 

 
東京大学・素粒子物理国際研究セン

ター・助教授｝ 

 

MEG実験全体の統括 

 

 

超伝導電磁石、ターゲット、ミュー粒子ビ

ーム 

 

 

キセノン検出器および超伝導電磁石の冷凍

システム 

 

 

検出器の較正、オフラインデータ解析 

 

 

 

キセノン検出器、キセノン純化装置 

 

 

 

〔分担者から外す理由〕 

今年度は他の研究課題に集中することにな

ったため。 

分担予定の事項は他の分担者で十分カバー

可能である。 
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  計 5  名     直接経費合計 83,900 
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機 関 番 号 １２６０１ 研究種目 特定領域研究(２) 領域番号 ４４１ 課題番号 １６０８１２０５



 研究の目的 

 

本研究は、標準理論では起こり得ないミュー粒子崩壊μ→eγを、独創的な優れた実験装置を用いて、力

の大統一やニュートリノ質量から期待される極微の分岐比まで徹底探索し、超対称性の存在を通して超高エ

ネルギーの物理に迫ろうとするものである。 

本研究の研究者が提案した実験MEG（Mu-E-Gamma）は、新しく考案した独創的な実験装置によって、10-12-10-14

という極微の分岐比まで測定することが可能となっている。実験に必要となる大強度DCミュー粒子ビームを

持つスイスPaul Scherrer Institut (PSI研究所)において既に実施が承認されており、スイス・イタリア・

ロシアの共同研究者が加わって国際共同実験として、本研究の研究者の主導により実験装置の開発が進めら

れてきた。実験装置の開発は2003年度末までに終了する。そこで本研究では、2004年度から実験装置の製作

・設置を行い、この国際共同実験MEGを実施して、μ→eγ反応の発見・測定を目指す。  

 

 本年度（～平成１７年３月３１日）の研究実施計画 

本研究の研究者はMEG実験の中で主に、COBRA電磁石、キセノン検出器、ミュー粒子ビームとターゲット、オ

フライン解析システムを担当する。陽電子飛跡検出器、陽電子飛行時間カウンター、トリガー、データ収集

システムなどは、海外の共同研究者の担当であり、実験のスポークスマンである森の指揮の下緊密に連絡を

取り合い、スムーズな実験の遂行を目指す。 

 

本年度は以下に述べる研究を遂行することを計画している。 

 

・ 現在のところビーム輸送用のソレノイド電磁石を除いて、πE5ビームラインの主要コンポーネントは既

に整備が完了している｡これらのコンポーネントにより大強度μ粒子ビームをビーム輸送用ソレノイド

電磁石入り口まで輸送し､ビームの調整を行う｡ 

・ 並行して､キセノン検出器に影響を及ぼす可能性がある中性子のバックグラウンドの影響をキセノン検

出器大型プロトタイプにより評価する｡この際、中性子バックグラウンドのエネルギースペクトラムを

計測するために、ボナー球を使用する｡また、同時にHe3カウンターを併用することで特に主要なバック

グラウンドとなる熱中性子線量の計測を高い信頼度で遂行することを計画している｡ 

・ πE5ビームラインにて、π－粒子の荷電交換反応により生成したπ0粒子を利用した検出器性能評価試験

を昨年度に続き再度行う｡今年度の試験ではキセノン検出器大型プロトタイプからの信号を新しく開発

中のFADCにより読み出し､光電子増倍管の波形情報を収集することにより、検出器性能の更なる向上を

目指す｡ 

・ 現在既に、COBRA磁石が実験エリアに設置されているため、交換方法も含めたμ粒子停止ターゲット設

計、実装を行う｡ 

・ キセノン検出器の製作、組み立てを開始する。今年度には、検出器の真空断熱容器の製作、光電子増倍

管サポートの設計、製作、純化装置と真空系の製作・組み立てを行う。検出器に取り付けられる光電子

増倍管を購入し、すべての光電子増倍管について、その性能試験と較正を行う。試験に際しては､キセ

ノン検出器大型プロトタイプのクライオスタットを使用する。研究支援者を一人雇い、性能試験および

較正作業の補助に当たらせる。 

 

主要な設備備品の内訳（１品又は１組若しくは１式の価格が５０万円以上のもの） 

品                名 
  仕     様 

（製造会社名・型）
数 量

単  価

（千円）

  金  額 

  （千円） 
納入予定時期

ターボ真空ポンプ排気セット ファイファー・TME200E １ 1,800 1,800 平成16年10月 
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キセノン容器真空断熱容器 SAAN・1000L １ 5,900 5,900 平成16年10月  

キセノン用クライオスタット SAAN・液相純化用 １ 1,000 1,000 平成16年10月 

     平成 年 月 

     平成 年 月 

     平成 年 月 

     平成 年 月 

 

     平成 年 月 

     平成 年 月 

     平成 年 月 

 

 


